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北海道バドミントン協会



１．基本的な考え方
政府より新型コロナウィルス感染症について、感染症法上の分類が令和５年５月７日をもって新型

インフルエンザ等感染症と認められなくなる旨の公表に伴い、５月８日、５類感染症へ位置付けが変
更となり、同時に「新型コロナウィルス感染症対策の基本的対処方針」が廃止されました。
日本バドミントン協会においても、これを受けて「新型コロナウィルス感染症対策に伴うバドミン

トン活動ガイドライン」及び「新型コロナウィルス感染症対策に伴うバドミントン活動ガイドライン
３章バドミントン競技大会・イベント実施にあたって」の両ガイドラインの運用を終了いたしました。
この関係各所の上記決定への対応を受けて、北海道バドミントン協会における「新型コロナウィル

ス感染症対策、競技・運営上の注意」の運用を終了し、「改訂 競技・運営上の注意」（本冊子）により
本大会の運営を進めて参ります。しかしながら、感染状況は完全に終息したわけではないこともあり
ますので、主催者側としては、もうしばらくの間は一部感染防止対策を講じながらの大会運営となり
ますことをご理解いただければと考えております。

２．会場への入場および有観客試合の実施について
①本大会は、有観客試合での大会実施とする。会場内への出入りについては、特に制限しない。
②体調がよくない場合（発熱・咳・倦怠感などの症状がある）、同居家族や身近な知人に感染が疑わ
れる方がいる場合は、自主的に入場を見合わせること。

③マスク着用は、基本的に個人の判断とする。

３．会場内で使用する物品について
①感染拡大予防として、各所で使用する手指消毒剤等については、会場施設との協議により設置す
る場合がある。

４．開場時間・受付について
①体育館開場時間は８：００の予定です。
②会場の入り口に受付を用意します。「プログラム」、「参加料領収書」等を同封した封筒を受け取っ
て下さい。

５．大会会場内に関する確認事項
①組み合わせやタイムテーブルを掲示します。
②外履きは袋に入れ自分で管理する。
③待機場所および観戦については、原則、割り当てられた場所や座席を利用すること。応援の
ための座席の移動は可とする。

④応援は声を出さずに拍手をもって行って下さい（手拍子禁止）。鳴り物、うちわ、メガホンな
どを利用した応援も禁止します。

６．競技会場（競技スペース）及び競技関係用具類について
バドミントンの大会は体育館内で行われるため、状況を見て換気を行う。
①コートサイドにはカゴやドリンクケースは設置しないので、バッグ等を持参し、コートサイ
ドもしくは所定の場所に置き、ドリンクも各自のバッグに保管する。

②コーチングシートは２席用意します。
※チェンジエンズ毎に椅子を持ち歩く必要はありません。

③インターバルボードを使用します。

７．競技関係者及び競技中の確認事項
①選手同士や審判員との握手は行わない。
②シャトルの交換は、主審に確認の上、選手がシャトルを直接筒から取り出し、使用済みシャ
トルは選手が回収かごに入れる。※定期的に競技役員が確認する。

③プレーヤー同士や監督・コーチとのハイタッチ等の接触を行わない。
④汗をコート内やコートサイドに投げない。
⑤シングルスの試合前の練習は、対戦選手同士で行う。練習球はそれぞれの選手で持ち寄ること。
⑥ウェアの背面文字列表示については、明瞭な文字を使用し、文字の色は上衣面の文字列表示部分
の色と明確に区別できるウェアを着用すること。（ウェアの更衣をお願いする場合あり）
⑦敗者審判制とします。ご協力お願いします。



８．開閉会式・表彰・公式練習について
①開会式は簡素化した形で行い、閉会式は行わない。表彰は、随時行う。
②公式練習および試合前練習（３分間）は、通常どおり行う。練試合前３分間の練習時間の計
測は主審が審判台に座ってから始まり「ラブ オール プレー」のコールで終わる。その際、「レ
ディートゥ プレー」をコールし、プレーヤーがマッチ開始の準備をするよう指示する。

９．その他
①適宜手洗いやうがい等により予防に努める。
②ゴミについては、各自持ち帰り自宅で処分する。

◎新型コロナウィルス感染者数も減少傾向にあり、徐々に通常の大会に戻りつつありますが、し
ばらくの間は、一部防止対策を講じた上で運営して参りますので、ご理解とご協力をお願い申
し上げます。


